
　プロサッカーチームの試合会場でリユースカップ

が、野外音楽フェスティバルやイベント、お祭りではリ

ユースカップや食器が使用されるようになりました。

　2003年3月に、J1大分トリニータのホームスタジア

ムの大分スポーツ公園総合競技場（愛称：ビッグアイ）

に、リユースカップが実証事業として導入されたのを

皮切りに、名古屋グランパス、ヴァンフォーレ甲府、横

浜マリノス、アルビレックス新潟のホームスタジアム

と、2005年シーズンまでに次 と々導入されていきまし

た。使用後に返却するリユースカップと並んで、自宅

から持参して持ち帰るマイタンブラーを販売している

プロサッカーチームには、ベガルタ仙台やFC東京な

どがあります。サッカー観戦でも環境配慮の努力がは

じまっており、ごみの削減と温暖化防止にも寄与して

いると言えるでしょう。

　野外音楽イベントでリユースカップや食器の導入で

光るのは、掛川のつま恋で毎年行われてきたapbank

 fes' でしょう（2013年は休止）。2005年7月に始まっ

た3日間にわたる音楽イベントは、ごみの分別を促し、

マイ箸・マイカトラリー・マイ食器持参の呼びかけもして

います（カトラリー＝洋食器のうちナイフ、フォーク、

スプーンなどの金物類）。

　会場の一角には洗浄機が設置され、全国から応募

したボランティアが洗浄ブースで、カップや食器の洗

浄に汗を流しています。イベント終了後には、ホーム

ページで「環境報告書」を公開し、その徹底した主催

者の姿勢が共感を呼んでいます。

　地域の小さなお祭りでもリユースカップや食器が活

躍しています。「大潟まつりかっぱ伝説」では、地域の

人々が出店する屋台が、賑に花を添えています。ジュ

ニア・リーダー OGが出店するジュースの屋台では、デ

ポジット付きでジュースを販売し、商工会青年部はリ

ユースカップでビールを販売しています。他にも、リ

ユースどんぶりでうどんが販売されています。　サッ

カースタジアムや音楽イベント・地域のお祭では、販売

する人と買う人が

顔を合わせ、“ご

ちそうさま”と“あ

りがとうございま

した”の挨拶が交

わされています。

▲ カップを返すと 100 円 ( デポジット ) 返却
　※アルビレックス新潟の場合

5. リユース食器・リユースカップ 6. 食器や容器のリユース
　多くの自治体で陶磁器は燃えないゴミとして回収さ

れた後は最終処分場へ埋め立てられているのが現状

です。NPO法人日本ワンディッシュエイド協会では、

家庭でいらなくなった食器を集めて必要な人に再使

用（リユース）してもらうことにより最終処分場へ埋

め立てられるごみの減量を推進する取り組みを行って

います。

　この不用な食器のリユースは「もったいない食器

市」として地域に広がり、運動がスタートした奈良県

生駒市では市の事業として市民に定着しています。

　この団体は、いらなくなった食器のリサイクル材料

を使って再生菓子容器を作り、全国のお菓子屋さん

に使ってもらえるよう働きかけをしています。

　この団体は、お菓子屋さんに再生菓子容器を使っ

ていただく際に陶磁器のごみが出てこないようにお店

の方にデポジット運動への参加を呼びかけています。

　デポジットとは、お店で商品を購入したときに容器

の保証金も併せて支払い、使用後の容器を販売店へ

持ち帰ると容器の保証金が払い戻されるという仕組

みです。

　身近なところでは、牛乳びんやビールびんがこのよう

な仕組みになっています。消費者が容器を販売店へ

持ち帰ることにより容器ごみの発生抑制（リデュース）

がされ、返却された容器を再利用（リユース）すること

により、さらに環境に優しい仕組みとなっています。

この取り組みは2009年容器包装３Ｒ推進環境大臣

賞優秀賞を受賞しています。

サッカー観戦で

地域のお祭りで

野外の音楽イベントで

デポジット

▲ もったいない食器市の様子

▲ 再生材料が 20％配合された再生菓子容器

▲ デポジットを呼びかける店内ポップ
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